
書式第 12号 (法第 28条関係 )

平成 30年 度  事 業 報 告 書
平成 30年 4月 1日 から平成 31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人育藝会

1 事業の成果
平成29年度は、全 4回の定期公演を開催し、多くの会員及びその他の来場者に対してクラッシック
楽に親しむ機会を提供することができた。どの公演でも、若手音楽家と会員との歓談の時間を設ける
どにより、両者の距離が近いものになり、会員相互の交流も深まり会員から好評を博した。また、育
会で支援する着手音楽家のの制作を行い、若手音楽家の活動の幅を広げることに貢献した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業
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(2)その他の事業
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書式第12号 (法第28条関係 )

(経常収入の部 )

I 経常収支の部
1 受取会費
正会員受取会費

賛助会員受取会費

2 受取寄付金
受取寄付金

3 受取助成金等
受取補助金

4 事業参加費収入
事業参加費収入

5 その他の収益
受取利息

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1 事業費
(1)人件費

給料手当

臨時雇賃金

人件費計

(2)その他経費

施設使用費

印刷製本費

諸謝金

通信運搬曳
会議費 ・
旅費交通費

業務委託費

消耗品費

租税公課

雑費

その他経費計

事業費計

2 管理費
(1)人件費

役員報酬

給料手当

退職給付費用

人件費計

(2)その他経費

消耗品費

旅費交通費

諸会費

支払手数料

支払報酬

平成30年度  活動計算書

30年4月 1日 から31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 育藝会

金 額科
日

】

1,120,000

5,620,0004,500,000

ｎ

〉

ｎ

〉

1,290,000 1,290,000

1212

6,910,012

1,916,136

648,000

1,038,080

41,671

701,137

2,100

1,944,000

91,939

2,000

130,680

6,515,743

6,515,743

ｎ

）

40,338

2,000

54,000

32,832

108,000

会議費 0



通信費

地代家賃

印刷製本費

その他経費計

管理費計

経常費用合計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

46,370

283,540

283,540

6,799,283

110,729

110,729

0

110,729

2,169,901

2,280,630



書式第11号 (法第28条関係 )

平成30年度 貸借対照表

平成31年3月 31日 現在

特定非営利活動法人 育姜会

(単位 :円 )

科 日

【 金 額

2,306,290

0

2,306,290

2,306,290

15,660

10,000

25,660

25,660

2,169,901

110,729

2,280,630

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計

I 資産の部

流動資産

現金預金

仮払金

Ⅱ 負債の部

流動負債

預り金

仮受金

2,306,290



書式第16号 (法第28条関係 )

平成30年度 計算書類の注記
30年4月 1日 から31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 育藝会

1.重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準
協議会)によっています。

(11棚卸資産の評価基準及び評価方法                         ありません。

(2固定資産の減価償却の方法                            ありません。

(3:引 当金の計上基準

・退職給付引当金 該当ありません。

該当ありません。

税込方式によっています。

2.事業別損益の状況

(4施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5消費税等の会計処理

科
日

【

定期公演
関係事業

CD製作
事業
特男Ilコンサート
事業

事業部門計 管理部門
■

―
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一
ロ

〈

口
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5,620,000

12
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0

0
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12
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944,136
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0

606,760

2,100
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24,561

19,470

0

0

0

0

0

130,680

0

0

1,944,000

0

0

0

972,000

0

0

431,320

0

60,947

17,110

72,469

2,000

0

0

0

0

1,916,136

648,000

1,944,000

1,038,080

2,100

701,137

41,671

91,939

2,000

0

0

0

0

130,680

0

0

0

2,000

0

46,370

40,338

0

54,000

32,832

108,000

0

1,916,136

648,000

1,944,000

1,038,080

4,100

701,137

88,041

132,277

2,000

0

54,000

32,832

108,000

130,680

3,015,897 1,944,000 1,555,846 6,515,743 283,540 6,799,283

3,015,897 1,944,000 1,555,846 6,515,743 283,540 6,799,283

I経常収益
1.受取会費
2.受取寄付金
3.受取助成金等
4.事業参加費収入
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ経常費用

(1)人件費

給料手当

臨時雇賃金

人件費計

(2)その他経費

施設使用料

印刷製本費

業務委託費

諸謝金

旅費交通費

会議費

通信費

消耗品費

租税公課

交際接待費

諸会費

支払手数料

顧問料

雑費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 Z:ゝ 3,015,897 △ 1,944,000 △ 265,846 △ 5,225,743 5,336,472 110,729



内  容 算定方法
本社執務スヘ

°―スの無償借用 ―

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

(単位 :円 )

4.使途等が制約された寄付金等の内訳
使途等が制約された寄付金等の内訳(正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は2,280,630円ですが、そのうち o円は、下記のように使途が特定されています。
従って、使途が制約されていない正味財産は2,280,630円です。

5.固定資産の増減内訳

6.借入金の増減内訳 (単位 :円 )

7.役員及びその近親者との取引内容

役員及びその近親者との取引は、以下の通りです。

(単位 :円 )

科 目 計算書類に計上された金な 内役員及び近親者との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表 )

貸借対照表計

8.その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにする
ために必要な事項

・ 事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費の内、給料手当、福利厚生費及び旅費交通費に

ついては、従事割合に基づき按分しています。

・ その他の事業に係る資産の状況

該当ありません。

(単位 :円 )

(単位 :円 )

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

合 計

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

計^

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合 計



書式10号 (規則第11条関係 )

平成30年度 財産目録

平成31年3月 31日 現在

特定非営利活動法人 育藝会

(単位 :円 )

科 日

【 金 額

I 資産の部

流動資産

現金預金

現金

普通預金(三菱UFJ銀行・恵比寿支店)

仮払金(東京オヘ
°
ラシティホール使用申込金)

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

預り金 (源泉所得税)

仮受金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正味財産

負債・正味財産合計

0

2,306,290

0

15,660

10,000

2,306,290

2,306,290

25,660

25,660

2,280,630

2,306,290



寺 ―● な ● o口
…

な o o次
…

′ ヽ

育
^力
■ 0ウ 体ヽ

"る
0木 関 い ノ

役  名

事 原 悦 子

平成30年度 年間役員名簿

平成 30年 4月 1日 から 平成 31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人育藝会

事

氏    名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 1古

|

屋 善 範 平成30年 4月 1日

ヘイ司Rlイエ3月 31日

報酬無し

理事 堀 主知 ロバー ト 成30年 4月 1日

～同31年 3月 31日

報酬無し

飯 森 範 親 平成30年 4月 1日

～同31年3月 31日

報酬無 し

平成30年4月 1日

～同31年 3月 31日

報酬無し

監事 井 麻 莉 成30年4月 1日

～同31年3月 31日

報酬無し
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3 飯 森  範 親

社員のうち10人以上の者の名簿

平成 31年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人育藝会
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住 所 又 は 居 所氏    名

古 屋  善 範

掘 主知 ロバー ト

4 植 村  裕 之

”
● 高 居  隆 章

後 藤   裕

ワ

， 藤 井  麻 莉

次 原  悦 子

藪 野  美 生〈
Ｖ

藤 間  紀 子10

鈴木 (横井)奈穂子

12




